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編
　
集
　
後
　
記
　
『
親
鸞
教
学
』
第
九
八
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
　
本
号
の
掲
載
論
文
は
、
水
島
見
一
氏
の
「
曽
我
量
深
の
自
覚
道
（
上
）
―
「
法
蔵
菩
薩
」
論
―
」、
藤
元
雅
文
氏
の
「
一
乗
釈
と
『
教
行
信
証
』
の
課
題
」、
任
期
制
助
教
の
後
藤
智
道
氏
の
「
清
沢
満
之
に
お
け
る
「
実
験
」
―
近
代
教
学
の
特
徴
―
」
の
三
本
で
す
。
水
島
論
文
は
本
号
、
次
号
と
二
回
に
分
け
て
掲
載
さ
れ
ま
す
。
　
善
裕
昭
氏
の
「
長
楽
寺
隆
寛
の
足
跡
―
青
蓮
院
門
徒
か
ら
法
然
門
徒
へ
―
」
と
三
木
彰
円
氏
の
「
親
鸞
に
お
け
る
『
教
行
信
証
』
の
課
題
」
は
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
日
二
七
日
、
大
谷
大
学
尋
源
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
大
谷
大
学
真
宗
学
会
大
会
に
お
け
る
講
演
記
録
で
す
。
源
空
聖
人
の
八
〇
〇
回
大
御
遠
忌
を
迎
え
る
前
年
に
、
聖
人
の
教
え
を
相
続
し
た
隆
寛
と
親
鸞
と
い
う
二
人
の
仏
者
の
課
題
に
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
と
に
善
氏
に
は
、
講
演
に
続
き
、
原
稿
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
　
あ
わ
せ
て
、
金
子
大
榮
・
安
田
理
深
両
先
生
の
講
義
録
を
掲
載
し
ま
す
。
両
先
生
の
講
義
録
を
拝
読
す
る
た
び
に
、
こ
れ
ほ
ど
質
の
高
い
講
義
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
と
驚
嘆
し
ま
す
。
　
二
〇
一
一
年
は
、
私
た
ち
真
宗
に
生
き
よ
う
す
る
も
の
に
と
っ
て
記
録
と
記
憶
に
刻
ま
れ
る
年
と
な
っ
た
。
一
つ
は
、
親
鸞
聖
人
の
七
五
〇
回
御
遠
忌
法
要
を
営
ん
だ
年
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
一
つ
は
、
三
月
十
一
日
に
は
じ
ま
る
大
災
害
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
こ
の
災
害
を
う
け
て
御
遠
忌
の
第
一
期
法
要
は
「
支
援
の
つ
ど
い
」
と
名
を
変
え
た
。
思
え
ば
、
親
鸞
聖
人
の
法
要
こ
そ
自
己
と
他
者
と
が
共
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
の
原
点
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
親
鸞
聖
人
の
法
要
は
、
人
間
の
悲
し
み
を
縁
と
し
て
如
来
の
悲
し
み
に
立
ち
か
え
る
法
要
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
如
来
の
悲
し
み
だ
け
が
、
人
間
の
傲
慢
さ
と
解
釈
を
う
ち
く
だ
き
、
自
他
が
と
も
に
所
与
の
現
実
そ
の
も
の
に
立
ち
上
が
る
地
平
を
賦
与
す
る
か
ら
で
あ
る
。
　
そ
し
て
、
も
う
一
つ
、
私
た
ち
大
谷
大
学
の
真
宗
学
を
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
廣
瀨
杲
先
生
が
、
御
遠
忌
を
見
届
け
る
か
の
よ
う
に
浄
土
に
還
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
先
生
に
は
、
私
た
ち
を
導
く
と
い
う
よ
う
な
意
識
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
先
生
は
、
つ
ね
に
み
ず
か
ら
の
課
題
と
し
て
、
親
鸞
の
思
想
を
も
っ
て
、
人
間
と
真
宗
学
の
あ
り
方
を
問
い
続
け
て
お
ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
と
思
う
。
　
私
も
大
学
院
で
、
教
え
子
の
一
人
に
加
え
て
い
た
だ
い
て
已
来
、
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
多
い
。
改
め
て
先
生
の
教
え
を
思
う
と
、『
宿
業
と
大
悲
』
に
は
じ
ま
り
、
先
生
の
真
宗
学
の
通
底
に
響
い
て
い
た
の
は
「
悲
」
と
い
う
一
字
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
意
味
で
廣
瀨
先
生
の
学
び
を
「
悲
の
教
学
」
と
い
っ
て
も
よ
い
と
思
う
。
先
生
の
語
る
「
悲
」
は
、
決
し
て
感
傷
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
先
生
は
「
悲
」
を
、
人
間
が
人
間
で
あ
る
か
ぎ
り
の
も
っ
と
も
根
源
的
な
感
情
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
悲
」
の
大
地
か
ら
、
人
間
と
宗
教
の
問
題
を
問
い
な
お
し
て
お
ら
れ
た
の
だ
。
　
廣
瀨
先
生
に
、「
遺
教
」
と
い
う
講
義
が
残
さ
れ
て
い
る
。
先
生
の
命
終
は
、「
如
来
の
遺
弟
悲
泣
せ
よ
」
と
、
私
た
ち
に
、
如
来
の
大
悲
の
な
か
に
、
一
人
と
し
て
立
ち
上
り
、
歩
み
は
じ
め
よ
と
発
遣
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
南
子
奥
様
の
お
話
で
は
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
三
〇
日
午
後
六
時
四
八
分
、
洛
北
病
院
に
お
い
て
、
そ
ば
に
付
き
添
っ
て
い
た
誰
も
が
気
づ
か
な
い
ほ
ど
静
か
に
人
生
を
終
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
法
名
は
「
聞
光
院
釈
浄
杲
」
で
あ
る
。 
（
文
責
　
加
来
）
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大
谷
大
学
真
宗
学
会
会
則
（
名
称
及
び
事
務
所
）
第
一
条
　
本
会
は
大
谷
大
学
真
宗
学
会
と
称
し
、
事
務
所
を
大
谷
大
学
（
京
都
市
北
区
小
山
上
総
町
二
二
）
に
置
く
。
（
目
的
）
第
二
条
　
本
会
は
真
宗
学
の
研
究
及
び
公
開
を
目
的
と
す
る
。
（
事
業
）
第
三
条
　
本
会
は
次
の
事
業
を
行
う
。
㈠
　
大
会
㈡
　
例
会
㈢
　
機
関
誌
『
親
鸞
教
学
』
の
刊
行
㈣
　
研
究
旅
行
㈤
　
そ
の
他
必
要
な
事
業
（
会
員
）
第
四
条
　
本
会
は
次
の
会
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。㈠
　
正
会
員
　
大
谷
大
学
真
宗
学
専
攻
の
大
学
院
及
び
文
学
部
学
生
㈡
　
特
別
会
員
　
大
谷
大
学
真
宗
学
科
教
員
㈢
　
賛
助
会
員
　
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者
（
役
員
）
第
五
条
　
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。
㈠
　
会
　
長
㈡
　
評
議
員
㈢
　
事
務
局
委
員
第
六
条
　
会
長
は
特
別
会
員
よ
り
互
選
し
、
本
会
を
代
表
し
て
会
務
を
統
理
す
る
。
任
期
は
一
年
と
す
る
。
但
し
再
任
を
妨
げ
な
い
。
第
七
条
　
評
議
員
は
正
会
員
よ
り
互
選
し
、
本
会
の
運
営
・
活
動
に
必
要
な
事
項
を
審
議
す
る
。
委
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
再
任
を
妨
げ
な
い
。
第
八
条
　
事
務
局
委
員
に
は
、
特
別
会
員
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
会
務
・
会
計
・『
親
鸞
教
学
』
編
集
等
の
事
務
を
掌
理
す
る
。
委
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
再
任
を
妨
げ
な
い
。
二
、『
親
鸞
教
学
』
編
集
委
員
は
、
掲
載
論
文
の
査
読
等
、
学
術
研
究
の
推
進
と
、
そ
の
成
果
の
公
開
に
必
要
な
業
務
を
行
う
。
（
経
費
）
第
九
条
　
本
会
の
経
費
は
会
費
及
び
そ
の
他
の
収
入
に
よ
る
。
会
費
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
。
（
年
度
）
第
十
条
　
本
会
の
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
る
。
（
規
約
の
変
更
）
第
十
一
条
　
本
会
則
の
変
更
は
評
議
員
の
会
議
に
附
し
、
総
会
の
二
分
の
一
以
上
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
但
し
総
会
の
成
立
は
特
別
会
員
・
正
会
員
数
の
三
分
の
一
以
上
の
出
席
を
必
要
と
す
る
。
附
則
①
　
こ
の
会
則
は
、
一
九
六
二
（
昭
和
三
十
七
）
年
四
月
一
日
よ
り
実
施
す
る
。
　
　
②
　
二
〇
〇
六
年
十
一
月
八
日
一
部
改
正
。
